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日
蓮
宗
の
宗
論
と
問
答

柴
　
田
　
章
　
延

は
じ
め
に

　
日
蓮
宗
に
お
い
て
は
、
宗
論
と
問
答
は
、
そ
の
教
団
の
濫
觴
期
か
ら
教
線
拡
張
の
主
要
手
段
と
し
て
戦
略
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　
こ
こ
で
は
、「
宗
論
」
と
は
、
他
教
団
と
の
間
で
、
僧
侶
（
も
し
く
は
信
徒
）
が
勝
敗
を
決
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
デ
ィ
ベ
ー
ト
の

こ
と
を
言
い
、「
問
答
」
と
は
、
他
教
団
と
の
間
、
も
し
く
は
教
団
内
の
僧
侶
（
信
徒
）
が
、
互
い
に
教
学
の
理
解
を
確
認
す
る
た
め
に

行
う
論
議
の
こ
と
を
言
う
、
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
も
っ
と
も
、
歴
史
的
に
は
「
石
城
問
答
」「
小
樽
問
答
」
の
よ
う
に
、
勝
敗
を
決

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
場
面
で
あ
り
な
が
ら
「
問
答
」
と
い
う
名
前
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

　
本
稿
で
は
、
筆
者
が
昨
年
調
査
し
た
、
福
山
市
重
顕
寺
蔵
『
諸
宗
問
答
口
作
集
』
を
も
と
に
、
南
北
朝
期
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
布
教
戦

略
と
し
て
用
い
ら
れ
た
宗
論
の
実
際
を
検
証
し
、
戦
国
時
代
、
福
岡
市
妙
典
寺
に
お
い
て
、
日
忠
と
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た

宗
論
で
あ
る
「
石
城
問
答
」
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
宗
論
と
問
答
の
実
際
を
概
観
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
元
に
、
宗
論
と
問
答
の
現
代
的
意
味
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、『
諸
宗
問
答
口
作
集
』

　
広
島
県
福
山
市
水
呑
町
重
顕
寺
所
蔵
、『
諸
宗
問
答
口
作
集
』
は
、
縦
二
十
五
、
三
㎝
、
横
十
五
、
二
㎝
、
三
十
五
紙
六
十
九
頁
か
ら
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な
る
和
綴
本
で
あ
る
。

　
昭
和
二
年
の
日
蓮
宗
宗
宝
調
査
の
際
に
、
簡
単
に
調
査
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
宗
宝
調
査
台
帳
は
太
平
洋
戦
争
時
の
空
襲
に
よ
り
焼

失
し
て
い
る
の
で
、
暫
く
そ
の
存
在
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。

　『
諸
宗
問
答
口
作
集
』
は
、
奥
書
（
六
十
七
〜
六
十
八
頁
）
に
、

　
　
一
諸
宗
問
答
集
一
巻
依
實
賢
口
入
奉
拝
写
者
也

　
　
一
外
ニ
日
像
聖
人
御
本
尊
一
幅
為
改
宗
褒
美

　
　
所
被
遣
也

　
　
洛
西
乙
訓
郡
鶏
冠
井
村
真
言
寺
實
賢
者

　
　
本
末
為
余
師
兄
也
像
師
命
彼
僧
而
示
法

　
　
花
之
深
義
余
信
伏
随
従
而
忽
捨
密
宗

　
　
帰
一
乗
因
茲
件
之
重
宝
奉
感
得
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
光
山
重
顕
寺
住
僧

　
　
于
時
應
長
元
大
才
辛
亥
仲
陽
良
日

　
戒
善
院
日
行
（
花
押
）

と
あ
り
、
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
重
顕
寺
住
僧
戒
善
院
日
行
が
、
真
言
宗
か
ら
法
華
（
日
蓮
）
宗
へ
改
宗
し
た
際
に
、
褒
美
と
し
て
兄

弟
子
で
あ
る
鶏
冠
井
村
真
言
寺
實
賢
の
導
き
に
よ
り
書
写
し
た
も
の
で
、
こ
の
時
日
像
上
人
筆
曼
荼
羅
も
重
顕
寺
寺
宝
と
な
っ
た
と
し
て

い
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
奥
書
の
一
紙
は
後
筆
で
あ
る
。
こ
の
頁
だ
け
が
筆
跡
に
相
違
が
見
ら
れ
、
虫
損
の
あ
と
も
違
っ
て
い
る
。

　
こ
の
場
合
、
価
値
を
高
め
る
た
め
年
号
を
つ
り
上
げ
た
と
云
う
こ
と
が
当
然
疑
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず
書
体
が
、
正
式
な
呼
称
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で
は
勿
論
な
い
の
だ
が
、
所
謂
「
く
り
く
り
文
字
」
と
呼
ば
れ
る
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
初
期
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
三
月
、
浄
土
真
宗
の
碩
学
存
覚
が
、
備
後
守
護
の
役
宅
に
於
い
て
、
法
華
宗
徒
と
問
答
し
、
法
華
宗
側
が

敗
北
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
宗
論
の
記
録
と
し
て
存
覚
が
執
筆
し
た
『
法
華
問
答
』
の
な
か
に
、『
諸
宗
問
答
口
作

集
』
に
記
さ
れ
る
内
容
が
頻
繁
に
出
て
く
る
。

　
存
覚
と
対
論
し
た
法
華
宗
徒
が
『
諸
宗
問
答
口
作
集
』
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
が
無
く
、
そ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
従
来
大
覚

妙
実
と
い
う
説
も
あ
っ
た
が
、『
法
華
問
答
』
の
記
述
と
の
符
合
か
ら
、
重
顕
寺
日
行
と
み
て
間
違
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
諸
宗
問
答
口
作
集
』
が
書
写
さ
れ
た
年
代
は
、
少
な
く
と
も
暦
応
元
年
以
前
で
あ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な

い
。
奥
書
が
後
筆
で
あ
る
理
由
は
、
或
い
は
汚
損
に
よ
り
書
き
直
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
存
覚
と
の
宗
論
に
敗
北
し
た
事
実
を
隠

滅
し
た
い
が
為
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
も
あ
れ
、
重
顕
寺
蔵
『
諸
宗
問
答
口
作
集
』
は
、
永
ら
く
同
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
現
状
を
鑑
み
て
も
、
応
長
元
年
か
ら
暦

応
元
年
の
間
に
、
重
顕
寺
日
行
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
日
行
が
書
写
し
た
『
諸
宗
問
答
口
作
集
』
の
原
本
を
著
し
た
の
は
誰
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
奥
書
で
は
、
鶏
冠
井
村
真
言
寺
實
賢
が
日
行
の
兄
弟
子
で
あ
り
、
そ
の
口
入
れ
に
よ
り
『
諸
宗
問
答
口
作
集
』
を
書
写
す
る
こ
と
が
出

来
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
本
の
著
者
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

　
鶏
冠
井
村
真
言
寺
と
は
、
現
在
の
京
都
府
向
日
市
の
鶏
冠
山
南
北
真
経
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
實
賢
は
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
も
し
く

は
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）、
帝
都
開
教
に
訪
れ
て
い
た
日
像
と
対
論
し
、
真
言
宗
か
ら
法
華
（
日
蓮
）
宗
に
改
宗
。
真
言
寺
は
西
国
最

初
の
法
華
道
場
と
な
っ
た
。
實
賢
の
師
は
日
像
で
あ
る
か
ら
、
實
賢
の
口
入
れ
で
書
写
し
た
と
い
う
事
に
な
れ
ば
、『
諸
宗
問
答
口
作
集
』

原
本
の
著
者
は
日
像
の
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。

　『
諸
宗
問
答
口
作
集
』
の
構
成
は
、
序
文
に
当
た
る
部
分
（
一
〜
五
頁
）、「
華
厳
宗
口
作
」（
五
〜
九
頁
）、「
三
論
宗
問
答
」（
九
〜
一
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六
頁
）、「
法
相
宗
問
答
」（
一
六
〜
二
三
頁
）、「
律
宗
問
答
」（
二
四
〜
二
五
頁
）、「
倶
舎
成
実
二
宗
問
答
」（
二
五
〜
二
七
頁
）、「
浄
土

宗
問
答
」（
二
八
〜
三
五
頁
）、「
真
言
宗
問
答
」（
三
五
〜
三
八
頁
）、「
禅
宗
口
作
」（
三
八
〜
四
二
頁
）、「
天
台
宗
問
答
」（
四
二
〜
五
九

頁
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
後
に
は
『
無
量
義
経
』『
梵
網
経
』『
大
般
涅
槃
経
』『
法
華
秀
句
』『
守
護
国
界
章
』
等
か
ら
の
要
文
が
抜
粋

さ
れ
て
い
る
。
各
宗
派
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
遣
り
取
り
が
想
定
さ
れ
る
か
を
問
答
形
式
で
記
し
て
い
る
の
だ
が
、
あ
ま
り
に
も
台
詞
の

一
つ
一
つ
が
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
て
お
り
、「
問
答
想
定
集
」
と
い
う
よ
り
は
、
日
像
が
実
際
に
経
験
し
た
宗
論
の
実
録
と
い
っ
た
方

が
良
い
内
容
で
あ
る
。

　『
諸
宗
問
答
口
作
集
』
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
の
、
南
都
六
宗
お
よ
び
禅
宗
、
真
言
宗
、
天
台
宗
の
各
宗
派
と
、
日
蓮
宗
が

ど
の
よ
う
に
宗
論
・
問
答
を
繰
り
広
げ
て
い
た
か
が
わ
か
る
大
変
貴
重
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

　
紙
面
の
都
合
上
内
容
の
詳
し
い
紹
介
は
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
で
は
日
像
に
よ
る
日
蓮
宗
の
主
張
の
要
旨
の
み
か
い
つ
ま

ん
で
紹
介
す
る
。

○
序
に
当
た
る
部
分

　
こ
の
部
分
は
、
宗
論
を
す
る
際
の
心
得
を
訓
じ
て
い
る
。

　
は
じ
め
に
「
入
門
と
は
是
口
作
な
り
」
と
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
一
冊
を
以
て
、
法
華
宗
の
宗
義
か
ら
他
宗
の
お
お
よ
そ
の
教
義

に
至
る
ま
で
が
理
解
で
き
る
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
入
門
書
と
し
て
の
機
能
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
宗
論
を
す
る
際
に
は
、
か
な
ら
ず
典
拠
と
な
る
教
典
を
示
し
な
が
ら
議
論
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
ま
た
人
師
の
論
釈
を
み
だ
り
に
用

い
て
は
な
ら
な
い
…
…
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

○
華
厳
宗
口
作

　
華
厳
宗
の
僧
侶
と
の
宗
論
を
想
定
し
た
章
で
あ
る
。
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日
蓮
宗
の
主
張
は
「
華
厳
経
の
教
え
は
無
得
道
で
あ
り
、
そ
の
論
拠
と
し
て
無
量
義
経
の
　『
種
々
説
法
未
顕
真
実
』、
ま
た
法
華
経
方

便
品
の
『
雖
示
種
々
道
　
其
実
為
仏
乗
』
の
文
を
引
き
、
華
厳
は
真
実
の
教
え
で
は
な
く
、
法
華
経
こ
そ
が
唯
一
の
真
実
で
あ
る
」
と
す

る
。

　
そ
し
て
、「
問
答
」
の
時
は
た
だ
方
便
真
実
の
一
段
を
用
い
、「
宗
論
」
の
時
に
は
相
手
の
宗
派
の
祖
師
清
涼
国
師
澄
観
の
謗
法
を
責
め

る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

○
三
論
宗
問
答

　
三
論
宗
の
僧
侶
と
の
宗
論
を
想
定
し
た
章
で
あ
る
。

　
日
蓮
宗
の
主
張
は
、「
三
論
宗
が
依
経
と
し
て
い
る
般
若
部
の
経
典
は
、
法
華
経
の
前
に
説
か
れ
た
経
典
で
あ
る
か
ら
、
真
実
の
教
え

で
は
無
く
無
得
道
で
あ
る
」
と
し
、
華
厳
宗
に
対
し
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
無
量
義
経
の

　「
種
々
説
法
未
顕
真
実
」
を
引
用
す
る
。

　
ま
た
、「
嘉
祥
大
師
吉
蔵
の
立
て
た
三
時
教
判
は
、
法
華
経
を
不
了
義
経
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
謗
法
の
罪
で
あ
る
か
ら
阿
鼻
地
獄
に

堕
ち
る
だ
ろ
う
」
と
責
め
て
い
る
。

○
法
相
宗
問
答

　
法
相
宗
の
僧
侶
と
の
宗
論
を
想
定
し
た
章
で
あ
る
。

　
日
蓮
宗
は
、
法
相
宗
の
所
依
の
経
典
で
あ
る
解
深
密
経
は
、
未
顕
真
実
の
経
で
あ
り
無
得
道
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
「
南
都
の
謝

表
」（
延
暦
二
十
一
年
、
南
都
の
碩
学
十
四
人
が
最
澄
の
講
筵
に
列
し
、
桓
武
天
皇
に
感
謝
状
で
あ
る
謝
表
を
奉
っ
た
事
件
）
を
引
き
合

い
に
出
し
、
す
で
に
南
都
の
教
学
は
天
台
宗
と
の
間
に
勝
劣
の
決
着
が
つ
い
て
い
る
と
主
張
す
る
。

○
律
宗
問
答

　
律
宗
と
の
僧
侶
と
の
宗
論
を
想
定
し
た
章
で
あ
る
。

　
日
蓮
宗
は
、
戒
律
に
は
大
小
権
実
が
あ
り
、
法
華
経
は
「
一
乗
具
足
戒
」
で
あ
る
の
で
、
法
華
の
妙
戒
に
権
経
小
戒
は
比
べ
る
べ
く
も
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無
い
、
と
主
張
す
る
。

○
倶
舎
成
実
二
宗
問
答

　
倶
舎
宗
と
成
実
宗
の
僧
侶
と
の
宗
論
を
想
定
し
た
章
で
あ
る
。

　
日
蓮
宗
は
、
無
量
義
経
の
「
種
々
説
法
以
方
便
力
四
十
余
年
未
顕
真
実
」
を
示
し
、
初
説
四
諦
十
二
因
縁
・
次
説
方
等
十
二
部
経
・
摩

訶
般
若
波
羅
密
・
華
厳
海
空
な
ど
は
皆
未
顕
真
実
で
あ
り
、
三
乗
の
法
は
成
仏
の
因
に
な
ら
な
い
と
い
う
。
歴
劫
修
行
・
終
不
得
成
無
上

菩
提
の
教
え
で
あ
る
阿
含
の
法
を
も
っ
て
出
離
生
死
す
る
こ
と
が
、
未
顕
真
実
な
の
だ
、
と
す
る
。

○
浄
土
宗
問
答

　
浄
土
宗
の
僧
侶
と
の
宗
論
を
想
定
し
た
章
で
あ
る
。

　
日
蓮
宗
は
、
浄
土
教
団
の
「
千
中
無
一
」「
捨
閉
閣
抛
」
は
謗
法
で
あ
り
堕
地
獄
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
観
無
量
寿
経
は
法
華

経
以
前
に
説
か
れ
て
お
り
、
未
顕
真
実
で
あ
る
と
す
る
。
善
導
・
法
然
は
、
衆
生
を
誑
か
し
て
自
他
共
に
無
間
地
獄
へ
堕
す
る
と
い
う
罪

を
犯
し
て
い
る
、
と
厳
し
い
口
調
で
批
判
す
る
。

○
真
言
宗
問
答

　
真
言
宗
の
僧
侶
と
の
宗
論
を
想
定
し
た
章
で
あ
る
。

　
日
蓮
宗
は
、
空
海
の
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
あ
る
、
法
華
経
を
無
明
・
辺
域
・
戯
論
と
す
る
主
張
は
謗
法
に
あ
た
り
亡
国
で
あ
る
と
糾
弾
す

る
。
ま
た
真
言
宗
の
教
義
は
「
未
顕
真
実
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
い
う
。

○
禅
宗
口
作

　
禅
宗
の
僧
侶
と
の
宗
論
を
想
定
し
た
章
で
あ
る
。

　
日
蓮
宗
は
、
禅
宗
を
仏
教
の
一
宗
は
と
は
認
め
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
示
し
、
教
外
別
伝
と
い
う
考
え
方
そ
の
も
の
が
天
魔
で
あ
る

と
す
る
。
ま
た
、
首
楞
厳
経
は
未
顕
真
実
で
あ
る
と
す
る
。

04　柴田氏.indd   28 14/02/03   16:34



29 日蓮宗の宗論と問答（柴田）

○
天
台
宗
問
答

　
天
台
宗
の
僧
侶
と
の
宗
論
を
想
定
し
た
章
で
あ
る
。

　
日
蓮
教
学
は
天
台
教
学
を
ベ
ー
ス
に
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
い
が
、
成
立
し
て
間
も
な
い
日
蓮
宗
に
と
っ
て
、
日

本
天
台
宗
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
は
重
要
な
教
団
運
営
上
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　
同
じ
法
華
経
を
依
経
と
す
る
日
本
天
台
宗
に
対
し
て
、
日
蓮
宗
は
ま
ず
「
未
顕
真
実
」
の
意
味
を
厳
密
に
規
定
す
る
こ
と
か
ら
主
張
す

る
。「
未
顕
真
実
」
と
は
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
に
対
し
て
の
み
有
効
な
語
で
あ
る
と
主
張
す
る
天
台
僧
侶
に
対
し
て
、
日
蓮
宗
は
法
華

経
以
前
の
菩
薩
の
成
仏
は
「
終
不
得
成
無
上
菩
提
（
無
量
義
経
十
功
徳
品
）」
で
あ
る
と
し
、
法
華
経
以
外
に
真
実
は
無
い
と
い
う
。
浄

土
、
真
言
、
禅
な
ど
の
諸
宗
が
乱
立
す
る
現
状
は
「
権
実
倶
迷
」
の
時
で
あ
る
と
言
い
、
他
宗
と
の
共
存
関
係
に
あ
る
日
本
天
台
宗
を
、

折
伏
を
し
な
け
れ
ば
謗
法
で
あ
る
と
言
い
切
る
。

　
ま
た
、
観
心
の
行
に
つ
い
て
も
、
坐
禅
な
ど
し
て
い
る
場
合
で
は
無
く
、
他
宗
を
責
め
な
い
で
い
る
の
は
仏
法
の
怨
敵
で
あ
る
、
と
主

張
し
て
い
る
。

　
大
変
雑
駁
に
内
容
を
紹
介
し
た
が
、
ど
の
宗
派
に
対
し
て
も
日
蓮
宗
が
主
張
し
て
き
た
こ
と
は
「
未
顕
真
実
」
と
い
う
経
証
に
よ
る
法

華
経
の
絶
対
的
な
優
位
性
の
主
張
と
、
そ
の
法
華
経
以
外
の
経
典
を
要
す
る
こ
と
は
「
謗
法
」
と
な
る
、
と
い
う
論
理
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
、
安
土
宗
論
（
一
五
七
九
＝
天
正
七
年
）
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
形
を
変
え
ず
に
続
け
ら
れ
た
。

　
し
か
し
戦
国
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
、
日
蓮
宗
に
と
っ
て
変
則
的
な
宗
論
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
起
こ
っ
た
。
キ
リ

シ
タ
ン
と
の
宗
論
で
あ
る
。
彼
ら
に
は
「
未
顕
真
実
」
も
「
謗
法
」
の
理
論
も
通
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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二
、
石
城
問
答

　
キ
リ
シ
タ
ン
の
日
蓮
宗
観
は
、
不
干
斎
ハ
ビ
ア
ン
（
永
禄
八
年
・
一
五
六
五
〜
元
和
七
年
・
一
六
二
一
）
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
学
と
仏

教
を
対
比
し
て
論
じ
た
『
妙
貞
問
答
』
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。

　
惣
じ
て
、
あ
の
日
蓮
宗
と
申
す
は
、
天
台
の
内
証
に
は
か
わ
り
、
万
に
私
な
る
事
の
み
云
い
て
、
此
の
御
経
な
ら
で
は
助
か
ら
ず
と

申
す
也
。
此
は
皆
、
仏
法
に
て
も
観
道
と
い
い
て
、
悟
り
に
暗
き
故
に
て
侍
り
。
禅
宗
な
ど
は
、
か
や
う
の
衆
を
ば
無
眼
子
と
て
、
法

の
為
に
は
め
く
ら
の
や
う
に
云
え
り
。（『
妙
貞
問
答
』）

と
、
日
蓮
宗
に
は
相
当
に
悪
感
情
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
日
蓮
宗
と
キ
リ
シ
タ
ン
が
最
初
に
宗
論
を
し
た
の
は
、
天
文
二
〇
年
（
一
五
五
一
）、
山
口
に
お
い
て
ト
ル
レ
ス
神
父
が
仏
僧
お
よ
び

仏
教
徒
と
論
争
し
た
、
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
が
本
国
に
宛
て
た
書
簡
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
簡
集
）
の
が
そ
れ
で
あ

る
。
こ
れ
は
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
最
初
の
論
争
で
も
あ
っ
た
（
一
五
四
九
年
に
、
ザ
ビ
エ
ル
が
薩
摩
で
仏
教
徒
と
論
争
を
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
公
場
で
勝
敗
を
決
す
る
宗
論
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
）。

　
こ
の
山
口
宗
論
ま
で
キ
リ
シ
タ
ン
側
は
、
神
の
概
念
を
大
日
如
来
と
と
ら
え
て
布
教
す
る
方
針
で
あ
っ
た
が
、
大
日
如
来
に
よ
る
救
済

を
否
定
す
る
日
蓮
宗
僧
侶
の
見
解
を
聞
き
、「
神
」
と
「
大
日
如
来
」
は
異
な
る
も
の
だ
と
云
う
こ
と
に
気
づ
き
、
以
後
「
デ
ウ
ス
」
と

ラ
テ
ン
語
で
呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
時
代
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
宗
論
で
は
、
当
時
の
日
本
人
が
知
ら
な
い
科
学
知
識
で
あ
る
天
文
学
（
地
球
は
球
体
で
あ
る
…
…
等
）
や
、

プ
リ
ズ
ム
を
使
っ
て
太
陽
光
を
七
色
に
分
解
す
る
な
ど
と
云
っ
た
実
験
を
目
の
前
で
見
せ
、
万
物
の
創
造
主
デ
ウ
ス
の
偉
大
さ
に
結
び
つ

04　柴田氏.indd   30 14/02/03   16:34



31 日蓮宗の宗論と問答（柴田）

け
て
解
説
す
る
、
と
い
っ
た
手
法
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
戦
法
に
仏
教
の
僧
侶
た
ち
は
、
難
解
な
専
門
用
語
を
駆
使
し
て
反
論
を
試
み
る

も
の
の
、
多
く
は
閉
口
せ
ざ
る
を
得
ず
（
閉
口
は
敗
北
を
意
味
す
る
）、
自
ら
袈
裟
を
脱
ぎ
差
し
出
し
て
、
逆
に
宣
教
師
か
ら
た
し
な
め

ら
れ
る
と
い
っ
た
有
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
日
蓮
宗
僧
侶
と
の
宗
論
も
多
数
記
録
さ
れ
て
お
り
、
敗
北
し
た
も
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
へ

と
改
宗
し
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
（
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』）。

　
さ
て
こ
の
よ
う
な
時
代
を
経
て
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
、
明
ら
か
に
日
蓮
宗
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
勝
っ
た
、
と
い
う
宗
論
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
福
岡
市
博
多
区
に
あ
る
妙
典
寺
で
行
わ
れ
た
「
石
城
問
答
」
で
あ
る
。

　
京
都
妙
覚
寺
の
僧
、
唯
心
院
日
忠
が
妙
典
寺
で
説
法
会
を
開
い
て
い
る
と
き
、
イ
ル
マ
ン
舊
澤
（
旧
沢
）、
イ
ル
マ
ン
安
都
を
筆
頭
に

武
装
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
集
団
が
堂
内
に
侵
入
し
、
日
忠
を
取
り
囲
む
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
妙
典
寺
の
檀
徒
で
あ
っ
た
黒
田
長
政
の

家
臣
鳥
井
吉
重
も
、
こ
の
急
を
聞
い
て
手
勢
と
共
に
鎮
圧
の
た
め
到
着
。
吉
重
の
提
案
で
宗
論
に
よ
り
決
着
を
つ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
、
舊
澤
は
「
妙
法
五
字
の
中
、
妙
の
一
字
は
善
悪
不
二
・
邪
正
一
如
・
権
実
一
体
を
あ
ら
わ
す
。
な
ぜ
妙
の
義
に
違
背
し
て
邪
正

を
分
け
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
邪
教
と
い
う
の
か
」
と
問
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
日
忠
は
、
宝
玉
の
中
に
は
水
火
が
同
時
に
存
在
す
る
が
、
水
が
玉
か
ら
出
で
れ
ば
玉
を
助
け
、
火
が
出
で
れ
ば
玉
を
損

な
う
と
い
う
例
を
挙
げ
、「
善
悪
一
体
で
あ
っ
て
も
差
別
は
あ
り
、
善
は
身
を
助
け
る
が
悪
は
身
を
滅
ぼ
す
」
と
説
く
。

　
こ
こ
で
安
都
が
「
日
忠
の
声
は
大
き
す
ぎ
る
、
小
さ
な
声
で
返
答
せ
よ
」
と
注
文
を
つ
け
る
。

　
日
忠
は
「
経
に
は
出
大
音
聲
と
い
う
。
門
戸
を
開
い
て
外
に
い
る
聴
衆
に
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
云
っ
て
い
る
の
だ
。
汝
は
慳
貪
の
人
で

あ
る
」
と
笑
う
。
安
都
は
こ
れ
に
閉
口
し
て
し
ま
う
。

　
こ
の
後
、
舊
澤
は
、
○
釈
尊
の
心
法
と
凡
夫
の
そ
れ
と
は
格
別
で
あ
る
か
一
体
で
あ
る
か
、
○
「
草
木
国
土

　
悉
皆
成
仏
」
と
い
う
が

そ
れ
な
ら
ば
修
行
せ
ず
と
も
成
仏
し
て
い
る
で
は
無
い
か
、
○
一
切
衆
生
の
心
法
は
有
始
無
終
か
無
始
無
終
か
、
と
立
て
続
け
に
問
う
が

こ
と
ご
と
く
日
忠
に
論
駁
さ
れ
て
し
ま
う
。
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そ
し
て
舊
澤
は
最
後
の
問
い
を
発
す
る
。

　「
三
世
の
心
法
は
一
躰
か
、
別
躰
か
」

　
こ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
が
問
答
の
時
に
使
う
常
套
句
で
あ
る
。
輪
廻
転
生
の
概
念
を
否
定
す
る
と
き
に
用
い
る
の
だ
が
、
も
し
生
ま
れ
変

わ
る
と
云
う
こ
と
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
い
く
ら
か
で
も
前
世
の
記
憶
が
残
っ
て
い
て
も
よ
い
で
は
無
い
か
、
誰
も
そ
ん
な
記
憶
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
仏
教
の
云
う
輪
廻
な
ど
は
世
迷
い
言
で
あ
る
…
…
と
い
う
論
法
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
日
忠
は
、「
汝
の
二
歳
の
時
の
心
法
と
現
在
の
心
法
は
一
躰
か
。
ま
た
寝
て
い
る
と
き
の
心
法
と
起
き
て
い
る
と
き
の

心
法
は
一
躰
か
。
も
し
別
躰
な
ら
ば
、
寝
て
い
る
と
き
は
頭
を
切
り
離
し
て
い
る
の
か
」
と
尋
ね
、
舊
澤
が
「
一
躰
也
」
と
答
え
る
と
、

過
去
世
・
未
来
世
を
知
ら
な
い
か
ら
と
云
っ
て
三
世
が
別
躰
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
法
華
を
証
得
し
て
一
念
開
け
た
と
き
に
明
ら
か
に

三
世
が
見
渡
せ
る
の
だ
…
…
と
説
く
。

　
こ
れ
に
舊
澤
は
反
論
で
き
ず
、
キ
リ
シ
タ
ン
達
は
う
な
だ
れ
て
妙
典
寺
を
去
っ
た
、
と
い
う
。

　
石
城
問
答
が
行
わ
れ
た
の
は
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
バ
テ
レ
ン
追
放
令
（
天
正
一
五
年

　
一
五
八
七
）
か
ら
一
六
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
舊

澤
に
せ
よ
安
都
に
せ
よ
日
本
人
の
イ
ル
マ
ン
で
あ
る
。
宣
教
師
が
相
手
で
あ
れ
ば
ま
た
ち
が
っ
た
展
開
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
も
あ
れ
、
日
蓮
宗
が
宗
論
に
お
い
て
「
未
顕
真
実
」
も
「
謗
法
」
の
論
理
も
使
わ
ず
に
勝
利
し
た
唯
一
の
記
録
で
あ
る
。

　
こ
の
後
、
慶
長
法
難
（
慶
長
一
三
年

　
一
六
〇
八
）
で
浄
土
宗
に
破
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
る
も
の
の
、
江
戸
幕
府
に
よ
り
寺
壇
制
度

が
整
備
さ
れ
、
教
団
が
運
営
的
に
安
定
し
て
く
る
と
、
宗
論
に
よ
る
積
極
的
な
布
教
は
ほ
ぼ
役
割
を
終
え
る
。
さ
ら
に
延
享
二
年
（
一
七

四
五
）、
富
永
仲
基
（
正
徳
五
年

　
一
七
一
五
〜
延
享
三
年

　
一
七
四
六
）
に
よ
る
『
出
定
後
語
』
が
世
に
出
る
と
、
大
乗
非
仏
説
が
人

口
に
膾
炙
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、「
未
顕
真
実
」
も
「
謗
法
」
も
説
得
力
を
持
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
幕
末
に
は
優
陀
那
院
日
輝
が
一
向
宗
の
僧
侶
と
親
交
を
深
め
る
な
ど
、
摂
受
開
会
の
教
学
を
模
索
し
て
い
る
。
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33 日蓮宗の宗論と問答（柴田）

三
、
ま
と
め

　
明
治
時
代
に
な
り
、
近
代
仏
教
学
は
大
乗
非
仏
説
を
学
術
的
に
証
明
し
た
。
日
蓮
宗
は
宗
論
の
た
め
の
理
論
的
根
拠
を
ほ
と
ん
ど
失
っ

て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
時
代
か
ら
戦
前
に
か
け
て
日
蓮
宗
は
、
武
運
長
久
の
祈
祷
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
性
格
上
か
ら
か
、
石
原
完
爾
な
ど
の
軍
人
と

深
い
関
係
を
持
つ
に
至
り
、
教
学
も
ま
た
、
国
体
主
義
的
性
格
（
皇
道
仏
教
）
を
取
り
入
れ
て
い
く
。
ま
た
一
部
の
僧
侶
、
及
び
熱
狂
的

な
信
仰
を
持
つ
社
会
思
想
家
、
日
蓮
系
の
新
興
教
団
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
や
国
家
諫
行
を
強
行
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
と
し
て
い
く
。

血
盟
団
事
件
、
北
一
輝
の
影
響
下
に
あ
っ
た
二
・
二
六
事
件
、
日
蓮
会
殉
教
青
年
党
の
「
死
な
う
団
事
件
」
な
ど
で
あ
る
。

　
戦
前
は
国
体
主
義
の
色
彩
の
濃
か
っ
た
日
蓮
宗
で
あ
る
が
、
戦
後
は
世
界
平
和
・
立
正
平
和
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
出
す
よ
う

に
な
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
も
う
一
度
宗
論
が
復
活
す
る
。
創
価
学
会
と
の
「
小
樽
問
答
」（
昭
和
三
〇
年
）
で
あ
る
。

　
こ
の
事
件
の
顛
末
は
正
確
な
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
大
変
有
名
な
事
件
で
も
あ
る
の
で
あ
え
て
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
こ
の
事
件
後
、

日
蓮
宗
は
宗
論
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
。

　
日
蓮
宗
に
と
っ
て
「
宗
論
」
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。

　
中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
お
い
て
は
「
宗
論
」
は
宗
是
で
あ
っ
た
。
日
蓮
宗
の
僧
侶
に
な
る
と
云
う
こ
と
は
「
宗
論
」
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

学
ぶ
と
云
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
宗
門
は
歴
史
の
中
に
埋
没
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
正
確
な
記
録
な
ど
採

り
よ
う
が
が
な
い
（
宗
論
の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
勝
者
も
し
く
は
勝
者
を
自
認
す
る
側
し
か
残
さ
な
い
。
ま
た
中
世
の
史
料
自
体
、

現
存
す
る
も
の
が
少
な
い
）
の
だ
が
、
勝
率
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
い
。
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こ
れ
に
対
し
、
深
草
元
政
等
、
宗
論
を
用
い
ず
学
徳
に
よ
り
効
果
的
な
布
教
に
成
功
し
た
例
も
あ
る
。
ま
た
綱
脇
龍
妙
上
人
の
ハ
ン
セ

ン
氏
病
患
者
救
済
活
動
な
ど
、
社
会
活
動
に
お
い
て
高
徳
を
慕
わ
れ
る
僧
侶
も
数
多
く
存
在
す
る
。

　
今
の
日
蓮
宗
に
と
っ
て
ど
ち
ら
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
し
か
し
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
、
新
興
宗
教
教
団
と
の
間
で
宗
論
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
は
、
可
能
性
と
し
て
は
あ
り
得
る
。
こ
れ

も
ま
た
、
リ
ス
ク
は
大
き
く
、
得
る
も
の
は
少
な
い
。

　
一
般
的
に
、
日
蓮
主
義
者
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
親
和
性
が
高
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
宗
門
は
恒
久
平
和
を
希
求
す
る
教
団
と
し

て
明
確
な
一
線
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
世
間
の
安
易
な
誤
解
を
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
際
に
、
日
蓮
系
の
新
興
教
団
と
の
教
学
上
の
差
別
化
は
、
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
特
徴
は
、
近
代
仏
教

学
が
解
明
し
て
き
た
大
乗
仏
典
の
成
立
年
次
と
い
う
成
果
を
、
全
く
認
め
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
日
蓮
宗
は
「
大
乗
非
仏
」
で
あ
っ
て
も
成
立
す
る
堅
牢
な
ロ
ジ
ッ
ク
を
持
つ
日
蓮
教
学
を
、
長
い
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
構
築
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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